
⑪ ２０１２年（平成２４年）　１月１日号　⑩

ごんどう　せいら
ちゃん

こんの　ゆうじん
ちゃん

おおた　じん
ちゃん

◇出生（　）は字名・筆頭者・出生日

矢作　鈴　木　えりか（清水・早人・11/16）

　　　伊　藤　優
ゆ

　月
づき

（山崎・大介・12/4）

横田　今　野　瑞
みず

　希
き

（三日市・誠彦・11/22）

　　　髙　木　和
わ

　花
か

（橋の上・卓郎・11/29）

竹駒　…

気仙　…

髙田　大　友　咲
さ

　希
き

（鳴石・一行・11/19）

米崎　熊　谷　朔
さく

太
た

郎
ろう

（樋の口・克郎・11/30）

小友　…

広田　…

◇おくやみ（　）字名・年齢・死亡日

矢作　村　上　は　る（神明前・93・11/16）

　　　小　林　吉　雄（片地家・83・11/23）

　　　佐　藤　辰　雄（梅木・87・11/30）

　　　吉　田　良　策（中島・81・12/14）

横田　佐々木　孝　太（金成・23・11/21）

　　　石　川　文　子（袋沢・78・11/29）

　　　釜　石　きぬゑ（黄金山・83・12/6）

竹駒　村　上　英　男（相川・68・11/16）

気仙　藤　原　とみ子（湊・53・11/15）

　　　河　野　留　吉（水上・90・11/23）

　　　菊　池　林　三（中堰・76・11/25）

　　　菅　野　榮　吉（水上・91・12/1）

髙田　菅　野　翔　子（本宿・18・3/11）

　　　村　上　庄　一（長砂・76・11/24）

　　　幕　内　太　亮（馬場前・86・11/26）

　　　村　上　愼　吾（長砂・43・11/26）

　　　熊　谷　榮　夫（馬場前・76・11/29）

　　　福　田　直　喜（下宿・79・3/11）

　　　荻　原　リツコ（東和野・83・12/6）

　　　松　田　　　忍（鳴石・67・12/8）

　　　橋　詰　アイ子（寒風・88・12/13）

　　　佐々木　フチヲ（馬場前・97・12/14）

　　　本　明　マサミ（馬場・78・3/11）

米崎　菊　池　　　昇（和野・75・11/23）

小友　佐　藤　俊　男（獺沢・89・12/2）

　　　村　上　力　男（門前・66・12/3）

　　　下　山　春　子（金浜・88・12/15）

広田　黄川田　一　郎（長根洞・76・11/17）

　　　菅　野　テツ子（赤坂角地・77・11/25）

　　　長　野　　　香（大久保・65・12/5）

　　　鈴　木　節　郎（根岬・88・12/8）

慶  弔（届出日：11/16 ～ 12/15）

　

市
は
、
新
し
い
市
総
合
体
育
館

整
備
の
調
査
検
討
、
整
備
計
画
案

の
策
定
に
あ
た
り
、
委
員
を
公
募

し
ま
す
。

▽
募
集
人
員　

二
人

▽
任
期　

整
備
計
画
の
策
定
終
了

ま
で

▽
応
募
方
法　

復
興
対
策
局
に
備

え
付
け
の
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
当
局
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
締
切　

一
月
十
三
日(

金)

　

詳
し
く
は
、
復
興
対
策
局
事
業

推
進
室(

内
線
３
２
４)

ま
で
。

　

震
災
か
ら
ま
も
な
く
十
カ
月
が

経
ち
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
限
ら

れ
た
環
境
の
中
で
、
頑
張
っ
て
き

ま
し
た
。
市
内
の
小
中
学
生
高
校

生
は
、
一
月
十
八
日
ご
ろ
ま
で
冬

休
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
期

間
は
、
日
も
短
く
な
り
、
街
灯
も

少
な
い
う
え
、
気
の
緩
み
か
ら
思

わ
ぬ
事
件
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
新
学

期
を
元
気
に
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
見
守
り
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
少
年
セ
ン
タ
ー(

内
線
２
０
３)

ま
で
。

「
津
波
や
地
震
で
家
も
車
も
失
っ

た
の
に
、
ロ
ー
ン
は
残
っ
て
支
払

い
が
難
し
い
」「
事
業
を
再
開
し

た
い
が
、
地
震
で
壊
れ
た
設
備
の

負
債
が
残
っ
て
い
る
」
な
ど
の
悩

み
を
持
つ
人
を
対
象
に
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

[

１]

一
月
二
十
六
日(

木)

午
前

十
時
〜
午
後
三
時

[

２]

二
月
十
六
日(

木)

午
前
十

時
〜
午
後
三
時

▽
会
場　

市
役
所

▽
内
容　

「
私
的
整
理
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
く
、
債

務
の
整
理
に
つ
い
て
の
相
談

　

詳
し
く
は
、
一
般
社
団
法
人
個

人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運

営
委
員
会
岩
手
支
部
（
☎
０
１
９

ー
６
０
６
ー
３
６
２
２
）
ま
で
。

　

県
で
は
、
被
災
者
の
生
活
再
建

な
ど
に
向
け
た
相
談
に
対
応
す
る

た
め
、
大
船
渡
地
区
被
災
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
弁
護

士
、
司
法
書
士
、
建
築
士
な
ど
の

専
門
家
を
日
替
わ
り
で
配
置
し
て

無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
相
談
日　

毎
週
月
〜
金
曜
日(

祝
日
を
除
く)

▽
相
談
対
応
時
間　

午
前
十
時
〜

正
午
、
午
後
一
時
〜
三
時

▽
相
談
会
場　

大
船
渡
地
区
合
同

庁
舎
相
談
室

▽
専
門
家
派
遣
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

・
月
曜　

土
地
家
屋
調
査
士

・
火
曜　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー

・
水
曜　

弁
護
士

・
木
曜　

司
法
書
士

・
金
曜　

建
築
士

▽
申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
大
船

渡
地
区
被
災
者
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　

本
セ
ン
タ
ー
相
談
員

へ
の
相
談
受
付
時
間
は
、
平
日
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
船
渡
地
区
被
災

者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー(

☎
２
７

ー
９
９
１
１)

ま
で
。

　

東
北
森
林
管
理
局
は
、
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
人
員　

数
十
人
程
度

▽
募
集
期
間　

一
月
三
十
一
日(

火)

ま
で

▽
任
期　

平
成
二
十
四
年
四
月
〜

平
成
二
十
六
年
三
月

▽
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回

答
、
現
地
見
学
会
、
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
会
議
へ
の
出
席
な
ど

▽
そ
の
他　

応
募
資
格
、
応
募
方

法
な
ど
は
電
話
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
東
北
森
林
管
理
局

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
係(

☎
０
１
８

ー
８
３
６
ー
２
２
７
４)

ま
で
。

　

毎
年
、
自
動
車
の
検
査
・
登
録

手
続
き
が
三
月
に
集
中
し
、
窓
口

や
車
検
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

手
続
き
は
で
き
る
だ
け
二
月
中

に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
車

検
は
有
効
期
限
の
一
カ
月
前
か
ら

受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
受
付
時
間　

午
前
八
時
四
十
五

分
〜
正
午
、
午
後
一
時
〜
四
時

▽
連
絡
先　

自
動
車
登
録
、
検
査

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス(

☎
０
５
０

ー
５
５
４
０
ー
２
０
１
０)

、
軽
自

動
車
検
査
協
会
岩
手
事
務
所(

☎

０
１
９
ー
６
３
９
ー
８
０
１
１)

ま
で
。

　

県
太
鼓
連
盟
で
は
、
県
内
の
太

鼓
団
体
を
一
堂
に
集
め
て
ラ
イ
ブ

を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

一
月
十
五
日(

日)

午

前
十
一
時
〜
午
後
二
時

▽
会
場　

第
一
中
学
校
体
育
館

▽
料
金　

無
料

　

詳
し
く
は
、
県
太
鼓
連
盟
事
務

局
中
里(

☎
０
９
０
ー
９
７
４
８

ー
３
８
０
８)

ま
で
。

うわべ　さら
ちゃん

うえの　さきほ
ちゃん

　大阪府羽曳野市 ( 北川嗣雄市長、人口約 11 万 7,700 人 )

では、このほど東日本大震災の被災地への募金で、本市に

給水車と消防ポンプ車を寄贈しました。

　寄贈に訪れた同市の市
いち

道
みち

泰宏副市長は「これほどの大規

模な被災に、心よりお見舞い申し上げます。少しでも被災

地のお役にたちたいと募金を呼びかけ、車両２台を寄贈す

ることができました。どうぞお役立てください」とあいさ

つ。

　車両２台の寄贈を受けて、戸羽市長は「羽曳野市の皆さ

んのお気持ちがこもった車両の贈呈をとてもありがたく感

じております。今後大切に使わせていただきます」と感謝

の意を述べました。

寄贈された給水車 ( 左 ) と消防ポンプ車

鍵のオブジェを手渡す市道副市長 ( 写真右 ) と戸羽市長

３
歳
６
か
月
児
検
診
か
ら

◆
平
成
二
十
年
六
月
〜
七
月
生
ま
れ
①

委
員
を
一
般
公
募
し
ま
す

市
総
合
体
育
館
建
設
検
討
委
員
会

む
し
歯
の
な
い
子

む
し
歯
の
な
い
子

　
　

あ
つ
ま
れ
！

　
　

あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

む
し
歯
の
な
い
子

　
　

あ
つ
ま
れ
！

　
　

あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　

あ
つ
ま
れ
！

informationinformation

お知らせコーナーお知らせコーナー

informationinformation

お知らせコーナーお知らせコーナー

冬
休
み
に
入
っ
て
い
ま
す

地
域
で
は
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を

被
災
さ
れ
た
個
人
の
皆
さ
ん
へ

個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

大
船
渡
地
区
被
災
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催

国
有
林
の
管
理
・
経
営
に
皆
さ
ん
の
声
を

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

手
続
き
は
お
早
め
に

自
動
車
の
検
査
・
登
録
手
続
き

大阪府羽曳野市に集まった募金で

本市に給水車と消防ポンプ車を寄贈本市に給水車と消防ポンプ車を寄贈

が
ん
ば
っ
ぺ
し
岩
手

〝
被
災
地
発
〜
復
興
行
き
〞
絆
の
響
き


